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１０ 金剛川中流市街地地域 

１ 地域の現況と課題 

１．地域の概要 

地域の現況 位置図 

・ 住宅団地開発を中心とした宅地化が進行

している地域である。 

・ 三重中京大学周辺地区は文教施設の集積

が見られ、学園都市としての性格を持つ地

区である。 

・ （都）田村高須線沿道には、路線型の商業

施設の立地が進みつつある。 

・ 国道 42 号松阪多気バイパスの整備が進め

られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎データ 土地利用現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市街化区域 調整区域
396.7 345.8 － 742.5 住　　　宅 120.6 16.2

H.12 9,306 1,444 － 10,750 商　　　業 36.6 4.9
H.17 8,910 1,416 － 10,326 工　　　業 52.7 7.1

H.17/H.7 0.957 0.981 － 0.961 小　　　計 209.9 28.3
H.12 3,673 515 － 4,188 農　　　地 251.1 33.8
H.17 3,828 563 － 4,391 山林・原野 49.5 6.7

H.17/H.7 1.042 1.093 － 1.048 そ　の　他 232.0 31.2
22.5 4.1 － 13.9 小　　　計 532.6 71.7

742.5 100.0
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地域地区等の状況 都市施設の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地区別会議における主な意見 

・後継者がいないなかで市街地の隣接地で営農ができるのか、という問題を含めて、区域区分の

見直しをしてほしい。 

・市街化区域に囲まれた上川町の調整区域は、市街化編入してはどうか。 

・道路の沿道は商業系の土地利用、その背後は住宅系の土地利用のイメージである。 

・高齢化時代に対応した生活圏やまちづくりを図っていきたい。 

・（都）田村高須線と国道 42 号の交差部が渋滞する。 

・市街中心部へ向かう東西道路を生活幹線として充実してもらいたい。 

・（都）田村高須線の未整備区間は、つなげられるのであればつなげてほしい。 

・鈴の音バスなど、循環を拡大してほしい。65 歳以上の人の無料チケットなども検討して欲し

い。 

・久保２号線の改良が必要。 

・公園は少ない。避難所や緑としての機能を含めて、公園整備は進めて欲しい。 

・排水路の整備が追いついていかない。排水路整備による内水排除が必要。 

・（都）虹が丘久保線の沿道の竹林は残してほしい。 

・車道と歩道の段差解消など、バリアフリー化の推進。 

・大規模ＳＣだけでなく、小規模な生活商店等を大事にしていきたい。 

 

 

 

12,367 ｍ
4,447 ｍ

第１種低層住居専用地域 57.4 7.7 36.0 ％
第２種低層住居専用地域 6.9 0.9
第１種中高層住居専用地域 39.3 5.3 区分 箇所 面積（㎡）備考
第２種中高層住居専用地域 25.1 3.4 街区公園 2 2,245 下村町公園等

第１種住居地域 53.3 7.2 近隣公園 －
第２種住居地域 82.9 11.2 地区公園 －
準住居地域 30.5 4.1 総合公園 －
近隣商業地域 - - 運動公園 －
商業地域 - - 特殊公園 －
準工業地域 22.4 3.0 その他の公園 －
工業地域 34.5 4.6 合計 2 2,245
工業専用地域 44.3 6.0 0.2 ㎡/人
小　　　　　　　　計 396.7 53.4

345.8 46.6 処理区 松阪第３処理分区
- - 計画処理区域 約 411 ha
- - 事業認可区域 約 28 ha

742.5 100.0
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－
－
－
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２．地域の課題 

（１）土地利用の課題 

 上川町、久保町の一団の都市的未利用地は、計画的な土地利用の誘導を図る必要が

ある。 

 大津町などの一団の農地は、担い手の確保を進めつつ農地として保全する必要があ

る。 

（２）交通体系の課題 

 （都）田村高須線の未整備区間の整備の見直し検討が必要である。 

 地域内交通の円滑化を図るために、中心市街地へ向かう東西道路の充実や幹線道路

を補完する主要な生活道路の整備を促進する必要がある。 

（３）公園・緑地及び自然的環境の課題 

 公園利用の利便性及び地域防災の向上を図るため、公園の誘致圏等を考慮した適切

な公園の配置を検討する必要がある。 

 市街地に近接し、水と緑のオープンスペースを創出している金剛川は、河川敷を利

用した遊歩道等の整備により、身近に触れ合うことができる都市環境軸として活用

していく必要がある。 

（４）河川・海岸、下水道の課題 

 都市化の進展に伴う治水安全度を確保するため、河川改修と併せた流域の総合的な

治水対策を今後検討する必要がある。 

 市街地の清潔で快適な生活環境を確保するため、公共下水道整備の促進を図る必要

がある。 

（５）市街地・集落地整備の課題 

 下村町の既成市街地に見られる木造密集市街地は、建築物の更新などによる市街地

再整備を推進する必要がある。 

 市街化区域に囲まれた調整区域の市街化編入について検討を図る必要がある。 

（６）その他都市計画施設の課題 

 第１号松阪汚物処理場は、将来的な施設の更新、合併に伴う施設の再編などの整理

を踏まえ、都市計画施設として適切な更新等を図る必要がある。 

（７）安全・安心のまちづくりの課題 

 排水路整備による内水排除が必要となっている。 
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（８）景観形成の課題 

 虹が丘久保線の沿道の自然環境の保全が求められている。 

（９）福祉のまちづくりの課題 

 幹線道路等の歩道の空間整備が求められている。 
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● 金剛川中流市街地地域 地域別整備課題図 
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２ 地域別構想 

１．まちづくりの目標と主要な柱 

良好な居住環境の維持・向上を図るとともに、三重中京大学を核とする教育施設の集

積を活用し、学園都市としての機能充実と落ち着いたまち並みの形成を図る。 

また、上川工業団地周辺地区では、産業基盤の整備促進を図るとともに、国道 42 号

松阪多気バイパスの沿道利用を図るなど、各地区の特性を充分活用した、職・住・学が

有機的に連携する活気あるまちづくりをめざす。 

 

○まちづくりの主要な柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．まちづくりの基本方針 

（１）土地利用の方針 

● 下村町の大規模集客施設は、「近隣商業地域」を配置する。 

● （都）田村高須線沿道は、「住商複合地」を配置する。 

● 「住商複合地」の後背地の久保町等は、「低層住宅地」から「一般住宅地」を基本に

配置し、三重中京大学、三重高校、三重中学等の文教施設が立地する地域を中心に、

「中低層住宅地」を配置する。 

 上川町、久保町の一団の都市的未利用地は、戸建住宅を中心とした計画的な住宅宅

地供給の促進を図る。 

 下村町などに見られる木造密集地においては、建築物の更新等による耐震性の向上

や避難路の整備など、防災性の向上を図る。 

● 上川町で既に市街化が見られる三渡櫛田橋線沿線は「一般住宅地」等を配置する。 

● （都）宮町豊原線沿道の国道 42 号松阪多気バイパスとの交差部周辺は「商工複合地」

を配置し、国道 42 号松阪多気バイパスの交通利便性が活用可能な上川町に「工業地」

を配置する。 

● 国道 42 号松阪多気バイパスの開通に伴い、沿道の土地利用が望まれる（都）三渡櫛

田橋線と市街化区域に囲まれた調整区域は、周辺の土地利用とあわせ市街化区域への

編入を検討する。 

良好な住環境の維持・向上 

学園都市の充実 

工業生産機能の更新 

幹線道路沿道の利用促進 
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● 大規模集客施設が立地する下村町の一団の土地については、周辺の土地利用とあわせ

た用途地域の見直しを検討する。 

● 徳和小学校北部の下村町、上川町住居系市街地東部の集落地は、引き続き「集落環境

保全地区」として配置し、集落環境の維持増進に努める。 

● 大津町などの一団の農地は、「農地保全地区」として配置し、担い手の確保を進めつ

つ、優良農地として保全に努める。 

（２）都市施設及び地区施設等の方針 

 国道 42 号松阪多気バイパスの整備促進を図る。 

 （都）田村高須線の長期未整備区間の整備の見直し検討を図る。 

 地域内交通の円滑化を図るために、中心市街地へ向かう東西道路の充実や幹線道路

を補完する主要な生活道路の整備を促進する。 

 公園利用の利便性および地域防災の向上を図るため、誘致圏等を考慮した公園整備

を検討する。 

 金剛川の河川空間は、身近な緑地空間として保全を図るとともに、河川空間を活用

した緑道等の整備を検討する。 

 都市化の進展に伴う治水安全度を確保するため、河川改修と併せた流域の総合的な

治水対策を今後検討する。 

 市街地の清潔で快適な生活環境を確保するため、公共下水道整備に努める。 

 第１号松阪汚物処理場は、跡地の土地利用を検討したうえで、都市計画施設の見直

しを図る。 

（３）地域環境等の保全に関する方針 

 （都）虹が丘久保線の沿道の自然環境の保全に努める。 

 幹線道路等の歩道空間の整備を促進する。 
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● 金剛川中流市街地地域 整備構想図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「市街化区域への編入を検討」する箇所は、今後の概ねの検討対象を示しており、 
市街化区域の具体的な範囲・距離などを明示するものではありません。 


